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明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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念
事
業

大
阪
築
港
と
住
吉
公
園

　
我
が
国
の
主
要
国
際
港
で
あ
る
大
阪
は
、

古
代
の
住
吉
津
、難
波
津
に
端
を
発
し
ま
す

が
、近
代
港
と
し
て
は
、明
治
元
年（
慶
応
四

年
、一
八
六
八
）七
月
十
五
日
の
開
港
に
な
り

ま
す
。当
時
の
港
は
、安
治
川
の
河
口
を
さ
か

の
ぼ
っ
た
場
所
で
、海
外
貿
易
の
大
型
船
に

は
不
向
き
で
し
た
。そ
の
面
目
と
機
能
を
一

新
す
る
た
め
、大
規
模
な
整
備
を
目
指
し
た

の
が
大
阪
築
港
事
業
で
す
。

　
大
阪
築
港
の
立
役
者
は
西
村
捨
三（
一
八

四
三―

一
九
〇
八
）で
し
た
。大
阪
府
知
事
や

国
務
大
臣
を
歴
任
し
た
後
、明
治
三
十
年（
一

八
九
七
）大
阪
築
港
事
務
所
の
初
代
所
長
に

就
任
し
ま
し
た
。同
年
十
月
十
七
日
の
大
阪

築
港
起
工
式
で
は
、古
代
よ
り
港
湾
の
守
護

神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
住
吉
大
社
に
お
い
て

祈
願
祭
を
執
行
、所
長
の
捨
三
は
衣
冠
装
束

の
姿
に
扮
し
て
大
々
的
に
参
拝
行
列
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。捨
三

を
評
し
て〝
衣
冠
の
侠
客
〞と
称
す
る
の
は
こ

の
祈
願
祭
に
由
来
し
ま
す
。

　
起
工
式
の
当
日
、住
吉
公
園
西
方
の
松
原

で「
禁
裏
御
祈
祷
場
」の
石
標
二
基
が
偶
然

に
も
再
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
江
戸
末

期
、孝
明
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
国
難
防
護・

天
下
泰
平
の
臨
時
祈
願
祭
を
執
行
し
た「
住

吉
の
浜
祈
祷
」ゆ
か
り
の
も
の
で
し
た
。彼
は

こ
の
浜
祈
祷
に
着
想
を
得
て
、神
功
皇
后
が

住
吉
浜
に
市
を
立
て
て
交
易
品
を
売
買
し
た

宝
之
市
の
伝
説
や
、宝
船
が
住
吉
浦
に
来
訪

す
る
謡
曲「
岩
船
」の
物
語
に
ち
な
ん
で
、明

治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）十
月
十
七
日
に
は

住
吉
大
社
の「
宝
之
市
神
事
」を
復
活
さ
せ

1面 4面

上図：住吉公園 宝之市神事御旅所①（紅白生糸を供える斎女） 住吉大社蔵
下図：住吉公園 宝之市神事御旅所②（五穀枡を供える市女） 住吉大社蔵

住吉公園の宝之市神事の様子（明治31年『官幣大社住吉神社宝の市御神事行列の図』）
　住吉大社蔵

西村捨三 氏　出典：『御祭草紙』

明治30年 大阪築港成就祈願祭　出典：『御祭草紙』

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

大
阪
市
南
部
の
街
づ
く
り
の「
要
」と
し
て
の
住
吉
公
園

　
大
正
七
年
、八
年
に
新
し
い
公
園
と
し
て

の
様
を
呈
し
た
住
吉
公
園
。

　
今
年
は｢
都
市
計
画
法｣

発
足
一
〇
〇
年
の

年
に
当
た
り
ま
す
。大
正
八
年（
一
九
一
九
）四

月
五
日
、原
内
閣
に
お
い
て
東
京
市
区
改
正

条
例
に
代
わ
り（
旧
）都
市
計
画
法
が
発
布

さ
れ
、東
京
・
大
阪
を
含
む
六
大
都
市
に
適

用
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
第
一
次
大
阪

都
市
計
画
事
業
で
は
公
園
計
画
が
除
外
さ

れ
て
お
り
、大
阪
市
の
公
園
と
し
て
は
当
時
、

四
万
坪
の
住
吉
公
園
の
ほ
か
、五
万
坪
の
天

王
寺
公
園
と
二
万
坪
の
中
之
島
公
園
の

三
ヶ
所
が
主
な
も
の
で
あ
り
、こ
の
ほ
か
、一

万
五
千
坪
以
下
の
小
公
園
が
約
十
ヶ
所
位

置
づ
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
公
園
が「
市
民
の
保
健
、休
養
慰
安
と
と

も
に
そ
の
民
衆
教
化
に
加
え
、都
市
の
美
観

と
保
安
を
目
的
と
し
、新
し
い
都
市
に
お
い

て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」と
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
中
、大
阪
市
で
は
、明
治
三
十

年（
一
八
九
七
）の
第
一
次
市
域
拡
張
に
次
ぎ
、

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）、住
吉
公
園
を
含

む
住
吉
村
等
、東
成
・
西
成
の
両
郡
の
編
入

に
よ
り
第
二
次
市
域
拡
張
が
行
わ
れ
、「
大

大
阪
」形
成
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、旧
市
域
を
見
据
え
る
の
み
な
ら
ず
、新

市
域
も
含
有
し
た
、大
阪
市
一
〇
〇
年
の
大

計
た
る
べ
き「
総
合
計
画
」が
必
要
に
迫
ら
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）に
は
、大
阪
市
都

市
協
会
主
催
の
第
一
回
全
国
都
市
問
題
会

議
が
中
之
島
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、こ
こ
で

の
議
論
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、大
大
阪
と
し

て
の
街
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
総
合
計
画
」

が
、当
時
助
役
の
関 

一
、大
阪
府
技
師
で
あ
っ

た
大
屋
霊
城
ら
の
手
に
よ
り
練
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）五
月
、新

市
域
を
含
有
し
た「
総
合
大
阪
都
市
計
画
」

が
内
閣
の
承
認
を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。本

計
画
は
、街
路
・
運
河
・
下
水
道
・
公
園
及
び

墓
地
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
り
、公

園
に
お
い
て
は
、過
群
都
市
の
弊
害
に
よ
る

都
市
問
題
等
に
配
慮
し
、面
積
三
千
坪
以
上

の
大
公
園
三
十
三
ヶ
所
、子
ど
も
の
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
都
市
施
設
と
し
て
三
千
坪

未
満
の
小
公
園
十
三
ヶ
所
と
公
園
道
路
十

二
線
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ

で「
公
園
道
路
」と
は
、公
園
と
公
園
と
を
連

絡
す
る
た
め
に
附
設
さ
れ
た
風
致
的
な
道

路
で
、市
民
の
散
歩
や
ド
ラ
イ
ブ
に
供
用
で

き
る
実
用
と
享
楽
の
使
命
を
果
た
す
都
市

施
設
と
し
て
、全
国
で
初
の
都
市
計
画
決
定

に
至
り
ま
し
た
。こ
の
背
景
に
は
、都
市
の
風

致
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、公
園
を
系
統
的
に

配
置
し
、公
園
道
路
で
連
絡
す
る
こ
と
に
よ

り
、都
市
全
体
と
し
て
の
公
園
機
能
を
高
め

る「
公
園
系
統（Park System

）」と
呼
ば

れ
る
、欧
米
由
来
の
計
画
思
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
公
園
系
統
の
考
え
方
は
、特
に
大
阪

市
南
郊
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
た
こ
と
が
、

当
時
の
大
阪
朝
日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
附

図「
南
大
阪
公
園
道
路
網
」か
ら
確
認
で
き
ま

す
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。天
王
寺

公
園
か
ら
聖
天
山
、帝
塚
山
、住
吉
神
社
、住

吉
公
園
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）に
開
設
さ

れ
た
住
之
江
公
園（
当
時
、新
住
吉
公
園
と

呼
称
）を
結
び
、そ
こ
か
ら
大
和
川
右
岸
の

大
和
川
公
園
に
達
す
る
ル
ー
ト
。ま
た
、桃
ヶ

ま
し
た
。伝
統
の
神
事
を
復
活
さ
せ
、な
お
か

つ
、大
阪
港
の
繁
栄
を
祈
る
た
め
の
興
行
的

な
発
案
で
し
た
。

　
往
年
の
宝
之
市
神
事
は
、住
吉
大
社
か
ら

住
吉
公
園
ま
で
神
輿
が
渡
御
し
、南
地
五
花

街
の
芸
妓
が
共
に
練
り
歩
く
華
や
か
で
盛
大

な
行
列
で
し
た
。公
園
内
に
は
御
旅
所
が
置

か
れ
、神
興
台
や
石
玉
垣
は
大
阪
経
済
界
・

海
運
業
の
重
鎮
で
あ
っ
た
尼
崎
伊
三
郎
の
寄

進
、覆
屋
な
ど
祭
場
施
設
は
南
海
鉄
道（
現・

南
海
電
気
鉄
道
）の
奉
納
で
、か
つ
て
の
住
吉

公
園
で
最
も
賑
わ
っ
た
催
事
に
な
り
ま
し

た
。

　
明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）五
月
、大
阪

築
港
工
事
は
第
一
期
竣
工
と
な
り
ま
し
た

が
、そ
れ
に
先
立
つ
二
月
、捨
三
は
病
気
療
養

の
た
め
退
任
し
て
い
ま
し
た
。粉
骨
砕
身
で

奔
走
尽
力
し
た
結
果
で
し
た
が
、療
養
の
甲

斐
も
な
く
、明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）一
月

十
四
日
に
死
去
し
ま
し
た（
享
年
六
十
六

歳
）。そ
の
死
を
惜
し
ん
だ
人
々
は
、明
治
四

十
五
年（
一
九
一
二
）五
月
、功
績
を
た
た
え
る

べ
く
、西
村
捨
三
の
衣
冠
姿
の
銅
像
顕
彰
碑

が
住
吉
公
園
の
中
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。戦

時
下
の
供
出（
金
属
等
回
収
令
）で
失
わ
れ

た
た
め
、今
日
は
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
が
、戦
前
ま
で
は
公
園
の
象
徴
的
な
存

在
で
し
た
。 （
小
出
英
詞
）
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池
公
園（
当
時
、股
ヶ
池
公
園
と
呼
称
）か
ら

長
池
公
園（
当
時
、田
邊
公
園
で
あ
り
、現
在

の
長
池
西
岸
に
は
、戦
前
実
現
し
た
数
少
な

い
公
園
道
路
の
骨
格
が
残
る
）、長
居
公
園

（
当
時
、臨
南
寺
公
園
と
呼
称
）を
結
び
、万

代
池
や
帝
塚
山
に
連
絡
さ
れ
る
ル
ー
ト
。そ

し
て
、長
居
公
園
か
ら
南
下
し
て
大
和
川
公

園
に
至
る
ル
ー
ト
。以
上
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
造
を
な
し
て
お
り
、大
阪
市
南
部
の
都
市

を
一
体
と
し
て
捉
え
、公
園
機
能
の
向
上
が

図
ら
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
時
の
住
吉
公
園
は
、南
大
阪
公
園
道
路
網

を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
が
、当
時
の
歴
史
資
料
を
ひ
も

解
く
と
わ
か
る
で
し
ょ
う
。（
繁
村
誠
人
）

1万分の１地形図「住吉」昭和4年
北の股ヶ池公園と南の長池公園を結ぶ
緑破線で囲った道路に街路樹が記載さ
れています。このように当時の地形図に
街路樹が描かれているのはあまり例が
なく、たいへんユニークな街路であった
ようです。（水内俊雄）

【参考文献】
・ 八尾修司、山口敬太、川﨑雅史：
 「戦前期大阪における公園道路網計画と桃ヶ池・田邊公園道路の形成」
 土木学会論文集D1,Vol.71, pp.95-107, 2015
・ 椎原兵市：
 大大阪第４巻第８号  公園（貧弱な今日までの公園 
 ／公園計画はこうして立案された
 ／公園を種別によって分けてみれば／日本で最初の公園道）
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自
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域
逮
泰
西
写
真
術
与
取
材
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若
生
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紀
功

頌
徳
往
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用
像
焉
近
江
酔
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西
邨
君
嘗
大
阪
府
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事
者
多

年
創
水
道
興
農
学
敬
神
祇
正
風
化
恵
政
具
挙
治
蹟
不
著
厥

後
薫
督
築
港
之
事
積
労
得
疾
末
幾
捐
館
大
阪
士
人
感
念
弗

己
立
銅
像
於
住
吉
松
林
中
住
吉
神
蓋
君
生
平
所
崇
敬
嘗
著

延
暦
朝
古
衣
冠
以
祭
之
像
即
用
其
装
束
毫
身
長
稍
大
正
笏

而
立
風
神
生
動
観
者
不
覚
起
敬
焉
鳴
呼
君
功
徳
在
民
像
設

儼
然
挙
与
専
祠
不
異
則
千
載
之
下
雖
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猶
生
也
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既
竣
俾

時
彦
作
記
時
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世
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君
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乃
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来
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若
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事
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之
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昭
昭
乎
在
史
乗
不
複
贅
云
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〈
大
意
〉

　
我
国
は
古
来
よ
り
敬
神
の
念
あ
つ
く
、功
績
あ
る
も
の
を

尊
敬
し
て
崇
め
祀
っ
て
き
た
。 

近
年
で
は
、西
欧
の
写
真
に

よ
っ
て
生
き
写
し
の
ご
と
く
像
を
つ
く
り
、そ
の
功
續
を
あ
ら

わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
江
酔
処
と
号
し
た
西
村
捨
三
君
は
、か
つ
て
大
阪
府
知

事
を
つ
と
め
、在
任
中
に
は
水
道
工
事
や
農
業
政
策
を
お
こ

な
い
、神
々
を
敬
い
、正
し
い
志
を
政
治
に
活
か
し
た
。功
績
を

一つ
一つ
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、そ
の
後
の
大
阪
築
港
事

業
の
取
締
人
と
し
て
奔
走
す
る
中
、過
労
に
よ
っ
て
早
く
世

を
去
っ
た
。大
阪
の
心
あ
る
人
々
は
、常
に
無
私
で
あ
っ
た
君

の
生
涯
に
心
を
打
た
れ
て
、銅
像
を
建
立
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
銅
像
は
、君
が
日
頃
崇
敬
し
て
き
た
住
吉
大
社
に
ゆ
か
り

の
住
吉
公
園
、そ
の
松
林
の
中
を
設
置
場
所
に
選
ん
で
、か
つ

て
築
港
成
就
の
祈
願
祭
を
行
っ
た
時
に
着
用
し
た
衣
冠
装
束

の
姿
を
象
っ
て
、実
寸
よ
り
も
大
き
な
身
長
で
製
作
し
た
。千

年
の
後
も
変
わ
ら
ず
銅
像
は
立
ち
続
け
、見
上
げ
る
者
は
必

ず
や
敬
意
を
も
っ
て
仰
ぐ
こ
と
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
君
の
功

績
と
徳
望
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
銅
像
が
完
成
し
、私（
西
村
天
囚
）が
文
章
を
書
き
、世
間

に
喧
伝
す
る
も
の
だ
が
、ど
れ
ほ
ど
言
葉
に
し
て
も
君
に
対

す
る
恩
義
は
述
べ
尽
く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
経

緯
で
本
文
を
な
し
た
が
、そ
の
事
蹟
の
詳
細
は
明
ら
か
な
忠

実
で
あ
る
の
で
、こ
れ
以
上
に
余
計
な
言
葉
は
く
わ
え
な
い
で

お
く
。 

住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

ウ
ノ
ハ
ナ
と
コ
ガ
タ
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ―

　
現
在
の
住
吉
公
園
は
、大
部
分
が
住
吉
神
社
の

境
内
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
神
社

は
、海
に
向
か
っ
た
台
地
に
あ
り
ま
す
。住
吉
神

社
が
立
地
し
て
い
る
場
所
に
生
息
す
る
生
物
と

し
て
、本
誌
第
二
号
で
カ
キ
ツ
バ
タ
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、こ
れ
に
続
い
て「
ウ
ツ
ギ（
ウ
ノ
ハ

ナ
）」と「
コ
ガ
タ
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
」を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
神
功
皇
后
が
、卯
年
、卯
月
、卯
日
に
住
吉
神

上
田
貞
治
郎 

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
二
〇
世
紀
初
頭
カ
メ
ラ
業
界
の
ド
ン
と
も
い
わ

れ
た
旧
・
上
田
写
真
機
店
の
社
主
・
上
田
貞
治
郎

（
一
八
六
〇―

一
九
四
四
）は
、往
時
す
で
に
古
写
真

の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
日
本
全
国
名
所
写
真
を

ア
ル
バ
ム
に
編
ん
で
い
ま
し
た
。浜
寺
・
諏
訪
ノ
森

駅
前
の
上
田
文
庫
旧
蔵
品
か
ら
戦
火
と
散
逸
を

ま
ぬ
が
れ
た
写
真
帖
二
十
巻
を
は
じ
め
と
し
た

研
究
資
料
が
、大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ

に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。当
時
最
先
端
の
築
港
桟

橋
に
近
代
船
舶
の
着
岸
す
る
様
子
と
、明
治
中
期

に
の
み
松
島
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
住
吉
神
社
の

尻
無
川
御
旅
所
を
対
比
的
に
配
置
し
た
含
蓄
の

あ
る
構
成
は『
大
阪
西
南
部
』巻
末
近
く
の
印
象

的
な
頁
を
な
し
て
い
ま
し
た【
下
】。天
保
山
灯
台

の
頁
に
添
え
ら
れ
た
解
説
文
に
は
、改
築
時
の
明

治
二
七
年
撮
影
と
あ
り
ま
す【
左
】。（
櫻
田
和
也
）

社
を
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
た
事
か
ら
、当
神
社
と

「
ウ
ツ
ギ（
ウ
ノ
ハ
ナ
）」は「
卯
之
葉
神
事
」で
も
判

り
ま
す
よ
う
に
、切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　
旧
暦
の
四
月
を「
卯
月
」と
い
う
の
は
、「
ウ
ノ
ハ

ナ
」が
咲
く
月
だ
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、日
本
各

地
で
親
し
ま
れ
た
花
で
、野
山
の
花
暦
は
、桜
、藤

に
次
い
で
卯
の
花
が
登
場
し
、季
節
を
代
表
す
る

花
に
な
り
ま
す
。

　「
ウ
ノ
ハ
ナ（
卯
の
花
）」の
植
物
名
は「
ウ
ツ
ギ

（
空
木
）」で
す
が
、こ
れ
は
本
来
固
有
名
詞
で
は

な
く
、茎
が
中
空
に
な
っ
て
い
る
植
物
一
般
を
示

し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、「
ウ
ツ
ギ
」の
名
前
を
も

つ
植
物
は
、ス
イ
カ
ズ
ラ
科
の
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ（
箱

根
空
木
）や
タ
ニ
ウ
ツ
ギ（
谷
空
木
）、フ
ジ
ウ
ツ

ギ
科
の
フ
ジ
ウ
ツ
ギ（
藤
空
木
）等
々
、い
ろ
い
ろ

な
科
の
植
物
に
名
前
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、い
ま

で
は「
ウ
ツ
ギ
」の
こ
と
を「
ウ
ノ
ハ
ナ
」と
広
く
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、肝
心
の「
ウ
ツ
ギ
」で
す
が
、以
前
は
ユ
キ

ノ
シ
タ
科
所
属
で
し
た
が
、現
在
は
ア
ジ
サ
イ
な

ど
と
共
に
ア
ジ
サ
イ
科
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
植
物
は
、日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
ま
す
が
、一
番
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、日
当
た
り

の
良
い
崖
地
と
な
り
ま
す
の
で
、私
な
ど
は
ウ
ノ

ハ
ナ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
を「
崖
っ
ぷ
ち
植
物
」と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。実
は
こ
の「
崖
っ
ぷ
ち
」と
い
う
の
が

住
吉
神
社
の
原
風
景
と
な
っ
て
い
ま
し
て
、古
絵

図
や
国
絵
図（
上
の
国
絵
図
）に
も
必
ず
描
か
れ

る
特
色
で
す
か
ら
、こ
の
崖
を
好
ん
だ「
ウ
ノ
ハ

ナ
」の
中
に
当
神
社
が
設
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
く
、切
っ
て
も
切
れ
な
い
の
は
創
建

当
初
か
ら
だ
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
ウ
ノ
ハ
ナ
」に
は
面
白
い
動
物
が
関

係
し
ま
す
。そ
れ
が「
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
」と

「
コ
ガ
タ
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
」に
な
り
ま
す
。こ

の
ハ
チ
達
は
、地
面
に
穴
を
掘
っ
て
巣
を
作
り
、ウ

ノ
ハ
ナ
の
花
粉
だ
け
を
集
め
て
産
卵
し
ま
す
。そ

し
て
、幼
虫
は
、ウ
ノ
ハ
ナ
の
花
粉
し
か
食
べ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
」の

営
巣
名
所
と
し
て
は
、兵
庫
の
楽
音
寺（
天
然
記

念
物
）な
ど
が
有
名
で
す
が
、か
つ
て
は
ウ
ノ
ハ
ナ

の
群
落
の
あ
る
所
で
は
ど
こ
に
も
い
た
よ
う
で

す
。し
か
し
、都
市
化
な
ど
で
ウ
ノ
ハ
ナ
が
減
少
し

た
現
在
の
大
阪
市
内
に
は
、も
う
こ
の
虫
達
は
生

息
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、神
社
の

小
出
氏
に
よ
り
ま
す
と
、住
吉
神
社
内
に
は
今
も

「
コ
ガ
タ
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
」が
住
ん
で
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、こ
れ
ら
は
住
吉
神
社
や
住
吉
公
園
の

立
地
を
証
明
し
て
く
れ
る
生
物
た
ち
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。（
寺
田
孝
重
）

住
吉
公
園
に
あ
っ
た
西
村
捨
三
翁
銅
像

　
大
阪
港
の
功
績
が
あ
っ
た
、西
村
捨
三
の
銅
像

と
顕
彰
碑
は
、明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）五
月

に
住
吉
公
園
内
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。発
起
人
に

は
、当
時
の
大
阪
商
法
会
議
所
会
頭
の
土
居
通

夫
、近
鉄
創
業
に
関
わ
っ
た
七
里
清
介
、大
林
組

創
業
者
の
大
林
芳
五
郎
、朝
日
新
聞
社
長
の
村

山
龍
平
、毎
日
新
聞
社
長
の
本
山
彦
一
な
ど
財
界

の
名
士
が
名
を
列
ね
て
い
ま
す
。

　
衣
冠
姿
の
銅
像
原
型
は
津
田
信
夫（
鋳
金

家
）、台
座
は
伊
藤
忠
太（
建
築
家
）、碑
文
は
西

村
天
囚（
大
阪
朝
日
新
聞
主
筆
、天
声
人
語
の
命

名
者
）、揮
毫
は
籾
山
衣
洲（
台
湾
日
日
新
報
の

漢
文
部
主
任
）と
い
っ
た
当
代
一
流
の
手
に
か
か

る
立
派
な
も
の
で
し
た
。

　
銅
像
は
昭
和
の
戦
時
供
出（
金
属
類
回
収
令
）

で
失
わ
れ
ま
し
た
が
、当
時
の
碑
文
を
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）『
住
吉
神
社
石
燈
籠
調
書
』（
住
吉
大

社
所
蔵
）を
も
と
に
翻
刻
し
て
掲
載
し
ま
す
。

（
小
出
英
詞
）

湊
の
変
遷

住
吉
津
、河
港
、居
留
地
か
ら
築
港
へ

　
左
の
詳
細
な
測
量
図
は
、日
本
の
治
水
と
築
港

に
最
大
の
功
績
を
残
し
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
お
雇

い
技
師
、デ・レ
ー
ケ
の
指
導
に
基
づ
き
実
測
さ

れ
、明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）に
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
す
。大
阪
築
港
と
ペ
ア
で
新
淀
川
の
開
削

を
進
め
る
た
め
の
実
測
の
図
で
、干
潟
や
田
畑
、

新
築
の
突
堤
の
プ
ラ
ン
な
ど
リ
ア
ル
な
記
述
や
新

田
開
発
の
時
期
の
記
入
な
ど
、実
に
表
現
力
豊
か

な
地
図
の
出
来
栄
え
に
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
図
中
に
は
、古
代
の
住
吉
津
か
ら
、近
世
の
運

河
を
河
岸
と
す
る
河
港
大
坂
、そ
し
て
開
港
に
際

し
て
、河
港
導
入
河
川
の
安
治
川
の
口
の
川
口
居

留
地
、そ
し
て
こ
う
し
た
内
港
か
ら
打
っ
て
出
て

外
港
と
し
て
開
発
さ
れ
た
天
保
山
、お
台
場
砲
台

跡
の
築
港
開
発
へ
の
動
き
を
矢
印
で
示
し
ま
し

た
。デ・レ
ー
ケ
は
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）に
、

当
時
の
内
務
省
土
木
局
長
・
西
村
捨
三
に
、築

港
、淀
川
同
時
改
修
を
上
申
す
る
と
い
う
運
命
の

出
会
い
は
、明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）の
デ
・

レ
ー
ケ
に
よ
る
築
港
計
画
の
策
定
と
、西
村
の
築

港
事
務
所
長
と
し
て
主
宰
し
た
明
治
三
十
年
の

住
吉
公
園
で
の
起
工
式
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
水
内
俊
雄
）

3面 2面

ウツギの花と
コガタウツギヒメハナバチ

大阪市立自然史博物館 学芸員
長谷川 匡弘氏 提供

住吉公園にかつてあった
西村捨三翁 銅像

上田貞治郎 写真コレクション
アルバム『東南部』「住吉公園内・西村捨三氏銅像」
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【
写
真
に
添
え
ら
れ
た
解
説
文
】

天
保
山
燈
台

天
保
山
は
元
安
治
川
口
の
目
標
の
為
に
天
保
年
間
築
き
し
も

の
。明
治
四
年
横
浜
に
在
り
し
も
の
を
茲
に
移
し
、明
治
廿
七

年
燈
台
並
び
に
官
舎
を
改
築
し
た
る
時
の
撮
影
な
り
。築
港

の
進
展
と
共
も
に
現
今
跡
な
き
に
至
る
。跡
な
き
に
至
る
。

住
吉
大
社
の
卯
之
葉
神
事

　
住
吉
大
社
で
は
神
社
の
鎮
座（
創

建
）を
祝
う
神
事
と
し
て
卯
之
葉
神

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、当
地
に
初
め
て

住
吉
大
神
を
祭
っ
た
の
が
、卯
の
年
、

卯
の
月
、卯
の
日
で
あ
っ
た
と
す
る
た

め
、そ
れ
に
ち
な
ん
で
卯
の
日
が
祭
日

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
新
暦
に
置
き
換
え
た
五
月
の
初
卯
日
を
祭
日

と
し
て
、卯
の
花
を
飾
り
つ
け
た
神
職
が
、卯
の
葉（
ウ
ツ
ギ
）

を
神
前
に
捧
げ
ま
す
。当
日
は
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、

境
内
は
参
詣
者
で
賑
わ
い
ま
す
。（
小
出
英
詞
）
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